九州地方下水道協会　表彰規程
第１条　この規程は、協会会員で下水道事業の職務に永年勤務し、また他の模範となるべき業績があったものを表彰することを目的とする。
第２条　表彰の種類は次のとおりとする。
（１）勤　続　賞
　　　　　　会員の職員で下水道事業の職務に通算して満２０年以上勤務し、かつ、勤務成績が

優秀な者で、過去において本号による表彰を受けたことがない者。
　　　（２）特　別　賞
会員の職員で下水道事業に課長またはこれと同等以上の職務に永年在職し、かつ、

功績が著しい者で過去において本号による表彰を受けたことがない者。

（３）功　労　賞
　協会の運営に関与し、著しい業績があった者。
第3条 　前条第１号及び第２号の勤続年数は、協会地域内であれば各地での勤続年数を通算しても差し支えないものとする。
　２　勤続年数の計算期日は、毎年３月３１日とする。
　　ただし、その前年の４月１日以降３月３１日前に退職した者で前条に定める資格に

該当する者があるときは、これを含めても差し支えないものとする。
　３　昭和３９年３月３１日以前において水道事業に従事した期間があればこれを含めて

差し支えないものとする。
（昭和４０年７月１６日第１回総会・一部改正）

第４条　第２条各号に該当する者は、県下水道協会会長の推薦に基づき幹事会の決定を経て会長が総会において表彰する。
　　　　ただし、第２条第３号に該当する功労賞については、幹事会または事務局において推薦することができる。

第５条　被表彰者に対しては、表彰状及び記念品を贈る。
第６条　この規程に定めるもののほか必要な事項は、幹事会に諮り会長がこれを定める。
附　　則
この規程は、昭和４０年度の表彰から施行する。
附　　則（注　昭和４０年７月１６日第１回総会提出）
　　　この規程は、議決の日から施行し、昭和４０年度の表彰から適用する。

附　　則（注　昭和５４年７月１１日第１５回総会提出）

この規程は、議決の日から施行し、昭和５５年度の表彰から適用する。
附　　則（注　平成　３年５月１４日第２７回総会提出）

　この規程は、議決の日から施行し、平成４年度の表彰から適用する。

附　　則（注　平成２３年４月１４日　幹事会決定事項）
　　　この規程は、平成２３年７月１日から施行し、平成24年度の表彰から適用する。
